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九
月
二
十
七
日
（
火
）
神
社
庁
神
殿
に
お
い
て

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
が
⻆
河
庁
長
外
役
員

支
部
長
参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
た
。

祭
典
奉
仕
者

　
斎
主　

綾
部
常
美
（
益
田
支
部
）

　

祭
員　

篠
田
雅
子
（
益
田
支
部
）

　

奏
楽　

神
田
惟
佑
（
益
田
支
部
）

　

奏
楽　

田
中
重
昭
（
益
田
支
部
）

　
典
儀　

牛
尾　

充
（
祭
祀
委
員
長
）

神
宮
大
麻
暦

　
　
　頒
布
始
奉
告
祭

　

九
月
二
十
七
日
（
火
）
神
社
庁
神
殿
に
お
い
て

島
根
県
神
社
庁
顕
彰
表
彰
状
感
謝
状
伝
達
式
が
⻆

河
庁
長
外
役
員
支
部
長
参
列
の
も
と
挙
行
さ
れ
た
。

表

彰

状

伝

達

式

神宮大宮司表彰支部長への伝達
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可
能
、
む
し
ろ
共
存
を
模
索
す
る
と
い
う
考
え

方
で
す
。

そ
の
こ
と
で
思
い
出
す
の
は
、
あ
る
日
の
夕
拝

で
の
金
築
参
事
の
言
葉
で
す
。「
島
根
県
神
社
庁

は
（
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
）
行
け
る
所
ま
で
は

行
き
ま
す
！
」
と
い
う
力
強
い
宣
言
に
私
た
ち
の

誰
も
が
希
望
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ぞ
「
言
霊
」
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
は
各
々
の
奉
務
予
定
神
社

で
、
た
と
え
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
って
も
氏
子
さ
ん
達
の

ら
ば
、
私
た
ち
は
今
日
の
日
を
迎
え
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
三
人
の
早
期

の
回
復
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
お
祭
り
を
中
止
さ
れ
た

神
社
も
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
考
え
方
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
流
行
り
病
は
撲
滅
さ
せ
る
こ
と
は
不

　

去
る
八
月
二
日
（
前
期
甲
課
程
）
よ
り
約
一

ヶ
月
間
に
及
ぶ
階
位
検
定
講
習
会
が
島
根
県
神

社
庁
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

八
月
二
十
九
日
に
閉
講
式
（
後
期
乙
課
程
）

を
行
い
、
修
了
生
よ
り
次
の
と
お
り
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

僭
越
な
が
ら
、
修
了
生
を
代
表
し
て
御
礼
の

ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
依
然
猛
威
を
奮
う

中
、
令
和
四
年
度
階
位
検
定
講
習
会
を
開
講
し

て
い
た
だ
き
、
今
日
こ
う
し
て
甲
課
程
修
了
の
日

を
迎
え
ら
れ
る
の
は
、
ひ
と
え
に
⻆
河
庁
長
を
は

じ
め
と
す
る
島
根
県
神
社
庁
の
皆
様
、
主
任
講

師
の
石
原
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
講
師
の
皆
様
の

お
蔭
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
の
は
、
残
念
な
が
ら
志
半
ば
で
コ
ロ
ナ
感

染
に
よ
り
離
脱
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
三
人
の
仲

間
達
の
こ
と
で
す
。
彼
ら
の
迅
速
な
体
調
報
告
、

そ
し
て
、
事
務
局
の
適
切
な
対
応
が
な
か
っ
た
な

謝 

辞
（
前
期
）

権
正
階
・
直
階

階
位
検
定
講
習
会
を
終
え
て

権正階（甲）

直階（甲）
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僭
越
な
が
ら
、
修
了
生
を
代
表
し
て
御
礼
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
夏
は
暑
い
日
が
続
き
体
調
を
崩
す
講

習
生
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
甲
課
程
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら

最
後
ま
で
受
講
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
講
習

生
も
出
て
、
不
安
な
想
い
を
も
つ
こ
と
も
あ
り
ま

謝 

辞
（
後
期
）

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
乙
課
程
の
開
講
式
で

篠
田
副
庁
長
か
ら
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起
き
な
い
限

り
最
後
ま
で
開
講
す
る
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

講
習
生
一
同
身
が
引
き
締
ま
り
、
決
意
新
た
に

講
習
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
習
で
は
、
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
行
え
る

最
大
限
の
授
業
を
工
夫
し
て
実
施
し
て
く
だ
さ

り
、
島
根
県
神
社
庁
職
員
の
皆
様
方
並
び
に
講

師
の
先
生
方
に
は
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

夢
や
希
望
を
繋
ぐ
素
晴
ら
し
い
お
祭
り
を
続
け

て
い
く
た
め
、
様
々
な
創
意
工
夫
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
島
根

県
神
社
庁
の
皆
様
が
、
今
回
私
た
ち
に
示
し
て

下
さ
っ
た
姿
は
、
そ
の
た
め
の
素
晴
ら
し
い
お
手

本
だ
っ
た
の
だ
と
改
め
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
八
月
十
四
日

修
了
生
代
表　
　

小
林　

賢
一

権正階（乙）

直階（乙）

修
了
生
名
簿

権
正
階
（
甲
）

麻

尾

浩

祥

朝

山

亮

子

安

田
　

淳

宮

能

幹

典

西

川

怜

香

小

林

賢

一

白

石

菜
穂
子

若

槻

芳

充

鳥
屋
尾

絹

枝

土

屋

典

之

鶴

我

佳
代
子

壷

倉

和

良

山
本
ソ
レ
ン
セ
ン
貴
子

諏
訪
邊

文

則

宮

川

龍

哉

直
　
階
（
甲
）

永

海

宏

晃

平

林

卓

也

高

畑

怜

奈

松

原

矢
史
万

楯
　

宣

義

朝

倉

秀

樹

森

山

雄

介

生

藤

佑
太
郎

麻

尾

若

奈

森

脇
　

求

内

田

智

之

中

島

紫

穏

麻

尾

東

和

寺

岡

悠

馬

藤

井

敏

典

青

戸

長

子

松

岡

亮

祐

大

樂

貴

志

山

本

祥

子
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去
る
九
月
十
二
日
か
ら
十
六
日
の
五
日
間
当

庁
に
お
い
て
中
国
地
区
中
堅
神
職
研
修
を
開
催

し
、
研
修
生
二
十
三
名
が
無
事
修
了
し
た
。

第
七
十
八
回
中
堅
神
職
研
修
生
二
十
三
名
を

代
表
い
た
し
ま
し
て
一
言
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
多
く
の
集
会
が
実
施
を

見
送
ら
れ
る
中
、
食
事
や
宿
泊
を
は
じ
め
、
研

修
に
係
る
全
て
の
局
面
の
感
染
防
止
対
策
を
厳

重
に
入
念
に
施
し
て
、
こ
の
研
修
会
が
開
催
で

き
る
よ
う
お
骨
折
り
い
た
だ
き
ま
し
た
島
根
県

神
社
庁
長
様
を
始
め
職
員
の
皆
様
、
殊
に
研
修

全
般
に
直
接
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
金
築
参

事
様
、
和
田
事
務
長
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
本
日
五
日
間
の
研
修
を
全
う
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
す
べ
て
皆
様
方
よ
り
賜

り
ま
し
た
ご
高
配
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
改
め

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
つ
ど
い
ま
し
た
研
修
生
は
、
神
道
界

に
入
っ
て
五
年
の
未
来
の
斯
界
を
担
う
青
年
神

修
了
生
名
簿

権
正
階
（
乙
）

麻

尾

浩

祥

白

石

菜
穂
子

安

田
　

淳

伊

尾

浩

輔

諏
訪
邊

文

則

鶴

我

佳
代
子

若

槻

芳

充

土

屋

典

之

諏
訪
邊

怜

香

宮

川

龍

哉

直
　
階
（
乙
）

森

脇
　

求

内

田

智

之

中

島

紫

穏

麻

尾

東

和

生

藤

佑
太
郎

藤

井

敏

典

松

岡

亮

祐

高

畑

怜

奈

寺

岡

悠

馬

松

原

矢
史
万

森

山

雄

介

平

林

卓

也

大

樂

貴

志

山

本

祥

子

麻

尾

若

奈

謝 

辞
第
78
回 

中
国
地
区

中
堅
神
職
研
修（
乙
）

講
習
生
活
の
最
初
の
頃
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身

の
こ
と
で
手
一杯
で
し
た
が
、
講
習
会
が
進
む
に
つ

れ
て
、
権
正
階
、
直
階
問
わ
ず
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
励
ま
し
合
う
よ
う
に
な
り
、
強
い
団
結
力

が
生
ま
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

講
師
の
先
生
方
は
日
々
の
講
習
で
知
識
や
作
法

の
み
な
ら
ず
、
神
職
と
し
て
の
在
り
方
や
心
の
も

ち
方
等
を
丁
寧
に
ご
教
授
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

我
々
講
習
生
は
、
住
む
地
域
も
置
か
れ
た
環

境
も
様
々
で
す
が
、
こ
の
講
習
会
で
ご
教
授
い
た

だ
き
ま
し
た
事
や
ご
縁
を
大
切
に
し
て
、
神
の
み

こ
と
も
ち
と
し
て
神
明
奉
仕
に
務
め
て
ま
い
る
事

を
こ
こ
に
決
意
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
こ
の
講
習
期
間
中
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
講
師
の
先
生
方
、
島
根
県
神
社
庁
職
員
の

皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
今
後
も
引
き
続
き
の
ご
指
導
を
お
願
い
申

し
上
げ
御
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
四
年
八
月
二
十
九
日

　
　
　
　

修
了
生
代
表　

伊
尾　

浩
輔
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い
ま
す
わ
が
日
本
と
神
祭
り
の
本
当
の
姿
が
こ

の
現
代
に
蘇
え
る
、
な
ど
充
実
し
た
内
容
の
研

修
を
、
神
話
が
語
ら
れ
る
聖
地
、
日
本
の
神
々

の
集
わ
れ
る
こ
の
出
雲
・
島
根
県
の
地
だ
か
ら

こ
そ
学
べ
た
こ
と
に
深
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
神
職
と
し
て
生
き
る
上
で
の
な
に
よ

り
の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
三
名
の
研
修
生
一
同
、
そ
れ
ぞ
れ
の

神
社
で
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

人
々
の
心
に
生
き
る
力
を
湧
き
立
た
せ
、
喜
び

と
幸
せ
を
も
た
ら
す
神
な
が
ら
の
道
を
一
層
進

め
て
い
こ
う
と
誓
い
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
九
月
十
六
日

修
了
生
代
表　

御
舩　

斎
紀

職
も
い
れ
ば
、
長
い
経
験
を
重
ね
た
神
職
も
お

り
ま
す
が
、
神
道
の
原
点
に
今
一
度
立
ち
返
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
研
修
の
内
容
は
祭
式
を
は

じ
め
、
祭
祀
の
本
義
、
神
社
運
営
、
神
道
教
化

の
進
め
方
、
祭
祀
力
を
高
め
る
神
道
行
法
の
禊

と
鎮
魂
、
神
と
通
じ
あ
う
神
楽
と
そ
の
楽
器
の

意
義
な
ど
、
ま
た
神
典
の
記
述
を
裏
付
け
る
出

雲
大
社
に
関
す
る
歴
史
的
発
掘
と
そ
の
意
義
、

す
な
わ
ち
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
神
々
の

中島　高明 島根
須佐　建央 島根
石村　智哉 島根
佐伯　昌彦 山口
濵上　祐介 山口
小汀　泰之 島根
日下　厚志 広島
波多野竹彦 島根
鈴木　英樹 山口
目黒雄一朗 広島
小森　泰治 鳥取
吉岡　弘行 島根
中島　久晴 島根
木村　勝也 広島
花田　　充 鳥取
巨勢　佳史 島根
佐々木浩之 岡山
松岡日出夫 島根
御舩　斎紀 鳥取
祝松　　貢 島根
櫻井　一穂 広島
山村　承平 山口
石村　祐弥 広島

修 了 生 名 簿
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任
免

発
令
月
日

奉
職
神
社
名

鎮
　
座
　
地

本
務

兼
務

職
　
名

氏
　
　
名

免
４
・
８
・
31
金
刀
比
羅
神
社

安
来
市
広
瀬
町

兼
宮

司
遠
藤　

重
榮

任
４
・
９
・
１

〃

〃

兼
宮

司
須
山　

修
司

任
４
・
９
・
１
熊
野
神
社
安
来
市
伯
太
町

兼
宮

司
齋
木　

正
保

任
４
・
９
・
１
熊
野
神
社
安
来
市
伯
太
町

兼

〃

〃

任
４
・
９
・
１
氷
川
神
社
松
江
市
宍
道
町

本
祢

宜
秦　

美
由
紀

任
４
・
９
・
15
稻
荷
神
社
松
江
市
殿
町

本
祢

宜
永
岡　

靖
浩

任
４
・
９
・
15

〃

〃

本
権
祢
宜
永
岡　

秀
樹

任
４
・
10
・
１
西
利
太
神
社
雲
南
市
大
東
町

兼
祢

宜
土
屋　

典
之

任
４
・
10
・
１
等
等
呂
吉
神
社

雲
南
市
大
東
町

兼

〃

〃

神

職

任

免
（
令
和
４
年
８
月
31
日
〜
10
月
１
日
）

庁

務

日

誌
（
令
和
４
年
７
月
～
９
月
）

７
月
12
日　

宮
司
辞
令
交
付
式　

８
月
２
～
14
日　

階
位
検
定
講
習
会
開
催
直
階（
甲
）
20
名
、
権
正
階（
甲
）

15
名
参
加

８
月
15
日　

松
江
護
國
神
社
終
戦
記
念
祭

　
　

〃　　
　

濱
田
護
國
神
社
戦
没
者
追
悼
慰
霊
祭
並
平
和
祈
願
祭　

於　

濱

田
護
國
神
社
（
篠
田
副
庁
長
参
列
）

８
月
17
～
29
日　

階
位
検
定
講
習
会
開
催
直
階（
乙
）
15
名
、
権
正
階（
乙
）

10
名
参
加

８
月
22
～
23
日　

第
71
回
神
社
本
庁
教
誨
師
研
究
会　

於　

神
社
本
庁
（
門
教

誨
師
出
席
）

８
月
23
日　

監
査
会
・
役
員
会

８
月
24
～
25
日　

第
66
回
広
島
県
神
社
関
係
者
大
会　

於　

広
島
市
文
化
交

流
会
館
（
忌
部
副
庁
長
出
席
）

９
月
８
～
９
日　

中
国
地
区
神
社
庁
教
化
会
議

　

於　

岡
山
県
（
牛
尾
教
化
委
員
長
、

中
田
教
化
委
員
、
錦
田
中
国
地
区
教

化
講
師
出
席
）

王
子
神
社　

祢　

宜　
　

勝　

部　

祐　

樹

天
健
金
草
神
社　

宮　

司　
　

古　

木　

裕　

麿

東

神
社　

宮　

司　
　

藤　

野　
　
　

博

　
　
　
　
　

 

令
和
四
年
九
月
十
日 

付

神

職

身

分

昇

級

二
　
級

氷
川
神
社
名
誉
宮
司
（
松
江
市
宍
道
町
）　　

秦　
　
　

武　

男

（
令
和
四
年
九
月
二
十
九
日
付
）

名
誉
宮
司
称
号
授
与

任
４
・
10
・
１
清
瀧
神
社
雲
南
市
大
東
町

兼

〃

〃

任
４
・
10
・
１
大
月
神
社
雲
南
市
大
東
町

兼

〃

〃

任
４
・
10
・
１
水
上
神
社
大
田
市
温
泉
津
町

本
祢

宜
宮
能　

幹
典

任
４
・
10
・
１
熊
野
神
社
安
来
市
伯
太
町

兼
祢

宜
宮
　

郁
丸

任
４
・
10
・
１
熊
野
神
社
安
来
市
伯
太
町

兼

〃

〃



第355号（令和４年11月１日）（7） 庁 報

神 職 帰 幽
安
来
市
伯
太
町　

安
田
八
幡
宮　

宮
司　

長　

妻　

久　

良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
四
年
八
月
十
二
日	

享
年
八
十
四

出
雲
市
佐
田
町　

狭
槌
神
社　

宮
司　

田　

邊　

福　

夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
四
年
九
月
九
日	

享
年
九
十
一

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

島
根
県
神
社
庁
長　

⻆　

河　

和　

幸

９
月
12
～
16
日　

第
78
回
中
国
地
区
神
社
庁
中
堅
神
職
研
修
（
乙
）
23
名
参
加

９
月
17
日　

神
宮
暦
頒
布
始
祭　

於　

内
宮
神
楽
殿
（
⻆
河
庁
長
参
列
）

　
　

〃　　
　

表
彰
式　

於　

神
宮
会
館
大
講
堂
（
⻆
河
庁
長
出
席
）

９
月
26
日　

二
級
身
分
伝
達
式
、
正
・
副
庁
長
会

９
月
27
日　

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
、
表
彰
状
伝
達
式

　
　

〃　　
　

支
部
長
会
、
総
務
委
員
会

９
月
29
日　

神
宮
参
与
同
評
議
員
会
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
代
議
員
会　

於　

神

宮
会
館
（
⻆
河
庁
長
出
席
）

お
知
ら
せ

島
根
県
神
社
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

　
　
　
　
　リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

New!



第355号（令和４年11月１日） 庁 報 （8）

神
道
政
治
連
盟
は
昭
和
四
十
四
年
に
結
成
さ

れ
て
以
来
、
我
が
国
の
国
柄
を
踏
ま
え
た
自
主

憲
法
の
制
定
を
求
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
幾
度

か
の
盛
り
上
が
り
も
見
せ
た
が
、
未
だ
に
憲
法

改
正
条
文
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
は
実
施
さ

れ
て
い
な
い
。

憲
法
は
日
本
国
民
の
も
の
で
あ
る
。
時
代
に

応
じ
て
そ
の
中
身
は
変
化
し
て
当
然
で
、
国
民

の
生
命
と
財
産
を
現
実
の
脅
威
か
ら
守
る
た
め

に
必
要
と
あ
れ
ば
党
利
党
略
を
超
え
て
国
会
で

真
摯
な
論
戦
が
交
わ
さ
れ
、
改
正
条
文
が
発
議

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
、
反

対
の
た
め
の
反
対
と
も
と
れ
る
姿
勢
の
勢
力
と

そ
れ
に
呼
応
す
る
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
喧
伝
に
よ

り
、
衆
参
に
あ
る
憲
法
審
査
会
は
機
能
不
全
と

も
言
え
る
状
態
が
続
い
て
い
た
。
ま
さ
に
国
民

が
持
つ
、
憲
法
改
正
に
賛
否
を
示
す
権
利
が
奪

わ
れ
た
状
態
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
昨
年
十
月
の
第
四
十
九
回
衆

議
院
議
員
選
挙
、
去
る
七
月
の
第
二
十
六
回
参

議
院
議
員
選
挙
の
結
果
、
衆
参
両
院
と
も
憲
法

改
正
に
前
向
き
な
政
党
・
議
員
で
議
席
の
三
分

の
二
以
上
を
占
め
た
。
こ
の
好
機
を
捉
え
、
戦

後
約
八
十
年
の
間
一
文
字
も
変
え
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
「
日
本
国
憲
法
」
が
本
当
に
日
本

に
相
応
し
く
、
憲
法
制
定
時
に
は
想
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
様
々
な
事
柄
か
ら
国
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
改
正
が

必
要
だ
と
の
結
論
に
至
っ
た
条
文
に
つ
い
て
は

改
正
案
を
示
し
、
国
民
の
賛
否
を
示
す
権
利
が

行
使
で
き
る
よ
う
に
、
建
設
的
な
論
議
を
求
め

て
い
き
た
い
。

私
ど
も
神
政
連
が
支
援
し
、
見
事
再
選
を
果

た
さ
れ
た
山
谷
え
り
子
議
員
に
は
、
是
非
と
も

そ
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
だ
き
た
い
所
で
あ
る
。

大社國學館入学案内
《所在地・照会先電話番号》

　大社國學館
　〒699-0701  島根県出雲市大社町杵築東283
　電話　０８５３−５３−２０２０

《募集人員》
　普通課程Ⅱ類（本科生）　15名
　　　　同　　　（選科生）若干名
　予　　　　科（別科生）若干名

 詳細は直接大社國學館までお問い合わせ下さい。

《入学試験・内容》
　●第１次　令和５年２月20日（月）
　●第２次　令和５年３月20日（月）
　●第３次　令和５年４月10日（月）
　筆記試験（国語・国史・作文）及び面接

《出願手続締切》
　●第１次　令和５年２月15日（水）
　●第２次　令和５年３月15日（水）
　●第３次　令和５年４月５日（水）

神
道
政
治
連
盟
島
根
県
本
部
幹
事
長

　門

　
　
　屋

　臣

憲
法
改
正
に
向
け
た
建
設
的
な
論
議
を
求
む

〜
山
谷
え
り
子
議
員
へ
の
期
待
〜



第355号（令和４年11月１日）（9） 庁 報

島
根
町
多
古
鼻
ジ
オ
ツ
ア
ー

「
出
雲
の
国
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
会
」
召め

し
こ古

会
長
に
、
島
根
町
と
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力

を
た
っ
ぷ
り
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
リ
ン
パ
ー
ク
多
古
鼻
（
松
江
市
島
根

町
多
古
１
０
５
０
）
は
、
日
本
海
に
突
き

出
し
た
よ
う
な
岬
で
す
。
島
根
半
島
の
最

北
端
の
展
望
台
か
ら
眺
め
る
日
本
海
は
絶

景
！　

東
に
七
類
方
面
、
西
に
十
六
島
方

面
が
見
え
ま
す
。
こ
こ
は
天
空
の
岬
と
い

わ
れ
、
太
陽
が
海
か
ら
昇
り
、
海
に
沈
む

そ
う
で
す
。
北
に
45
㎞
離
れ
た
と
こ
ろ
に

隠
岐
の
島
の
島
前
が
、
65
㎞
離
れ
た
と
こ

ろ
に
は
島
後
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
島
か
ら
隠
岐
の
島
に
一
番
近
い
多
古

鼻
は
、
日
本
海
を
流
れ
る
海
流
が

最
も
激
し
く
ぶ
つ
か
る
岬
で
、
灯

台
の
下
に
は
探
照
灯
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
は
岩
礁
地
帯
で「
瀬
」

が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
魚
が
獲
れ

る
そ
う
で
す
。

多
古
の
ジ
オ
サ
イ
ト
は
「
多
古

の
石
柱
」「
多
古
の
七
つ
穴
」
で

す
。
多
古
の
石
柱
の
前
で
、
召
古

会
長
に
よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
勉
強
会

ス
タ
ー
ト
。
ジ
オ
サ
イ
ト
の
目
の
前
で
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
海
に
面
し
た
海
食
崖
に
は
、
海
底

火
山
に
よ
っ
て
噴
出
し
た
溶
岩
の
玄
武
岩

あ
る
い
は
安
山
岩
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

社
☆
ガ
ー
ル
通
信
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多
古
の
石
柱
も
こ
の
よ
う
な
溶
岩
で
、
複

雑
に
流
れ
た
玄
武
岩
溶
岩
の
う
ち
、
板
状

節
理
の
発
達
し
た
水
平
部
分
が
取
り
残
さ

れ
石
柱
に
な
り
ま
し
た
。

沖
泊
の
東
、
高
さ
50
ｍ
ほ
ど
の
海
食
崖

に
は
、
海
食
洞
が
9
つ
連
続
し
て
並
ん

で
お
り
、「
多
古
の
七
つ
穴
」
と
呼
ば
れ
、

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

（
実
際
に
は
11
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
）。
こ

の
海
食
洞
は
、
主
に
海
底
火
山
か
ら
噴
出

し
た
玄
武
岩
溶
岩
や
安
山
岩
溶
岩
が
海
水

に
よ
り
冷
却
さ
れ
、
破
片
と
な
っ
た
水
冷

自
破
砕
岩
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
海
食
洞

の
多
く
は
節
理
あ
る
い
は
小
断
層
に
そ
っ

て
発
達
し
て
お
り
、
内
部
は
巨
大
な
空
洞

が
で
き
て
い
ま
す
。
島
根
半
島
は
天
然
の

防
波
堤
で
、
内
海
に
平
野
が
あ
り
、
そ
の

平
野
で
は
古
代
か
ら
米
や
野
菜
が
栽
培
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
出
雲
国
は
昔
か
ら
と
て

も
豊
か
な
国
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
地

形
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
ね
。

海
を
臨
む
小
高
い
丘
の
上
に
、
津
上
神

社
（
松
江
市
島
根
町
多
古
１
２
８
６

ー

１
）
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。「
津
上
」
は

本
来
「
津
神
」
で
あ
っ
た
の
で
は
、
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
雲
陽
誌
』

の
島
根
町
野
波
浦
の
項
に
は
「
津
守
明
神

　

沖
泊
と
い
う
所
に
あ

り
」
と
記
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
、「
守
」
は
「
か

み
」
と
も
読
め
、「
津
上
」

「
津
神
」「
津
守
」
の
い

ず
れ
も
「
つ
が
み
」
と

読
め
る
と
の
こ
と
。

御
祭
神
は
、
瀬
織
津

彦
神
（
せ
お
り
つ
ひ
こ

の
か
み
）、
瀬
織
津
姫

神
（
せ
お
り
つ
ひ
め
の

か
み
）
で
す
。
黄
色
い
し
め
縄
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
は
漁
網
で
で
き
て

お
り
、
耐
久
性
が
と
て
も
高
い
と
の
こ
と
。

漁
村
な
ら
で
は
の
知
恵
で
し
ょ
う
か
。

島
根
町
も
ジ
オ
パ
ー
ク
も
奥
が
深
い
！

島
根
半
島
の
魅
力
を
し
っ
か
り
味
わ
い
楽

し
ん
だ
一
日
に
な
り
ま
し
た
。
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安
来
支
部
だ
よ
り

令
和
四
年
四
月
も
近
づ
い
た
三
月
下
旬
頃
に
、

氏
子
の
方
か
ら
新
嘗
祭
献
穀
田
を
受
け
た
と
の

一
報
が
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
引
き
受
け
る
こ

と
は
、
奉
耕
者
に
と
っ
て
と
て
も
名
誉
な
こ
と

で
あ
る
と
同
時
に
、
神
職
で
あ
る
自
分
に
と
っ

て
も
意
味
深
い
奉
仕
と
な
り
ま
し
た
。

献
穀
田
に
関
わ
る
神
事
は
先
代
宮
司
で
あ
っ

た
父
も
経
験
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
自
分
は

ま
だ
二
十
代
で
学
生
の
身
分
で
あ
り
、
そ
の
様

子
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、

「
大
変
忙
し
か
っ
た
」
と
話
に
聞
い
て
い
た
こ

と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
資
料
が
残
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
目
を
通
し
た
と
こ
ろ
、
た

く
さ
ん
の
関
係
者
が
こ
の
献
穀
田
に
関
わ
っ
て

お
ら
れ
た
の
だ
な
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
度
の
新
嘗
祭
献
穀
田
に
つ
い
て

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
神
事
は
春
の
御

田
植
式
と
、
秋
の
抜
穂
式
を
斎
行
し
ま
す
。
奉

耕
者
の
他
、
地
元
住
民
の
皆
様
や
Ｊ
Ａ
関
係
の

方
、
ま
た
県
や
市
を
あ
げ
て
の
行
事
で
も
あ
る

宇
賀
荘
八
幡
宮
　
田
邊
英
敏

新
嘗
祭
献
穀
田
に
関
わ
っ
て

と
い
う
こ
と
で
、
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

打
ち
合
わ
せ
は
安
来
市
の
担
当
者
と
奉
耕
者
を

中
心
に
、
必
要
な
物
品
や
準
備
に
つ
い
て
綿
密

に
行
い
ま
し
た
。
た
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
早
乙
女
や
御
田
植

え
歌
等
の
省
略
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

り
、
私
の
手
元
に
あ
っ
た
以
前
の
資
料
を
見
比

べ
て
も
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
と
感
じ
る
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

御
田
植
式
は
、
五
月
十
日
に
安
来
市
宇
賀
荘

町
の
献
穀
田
近
く
に
斎
場
を
設
け
て
神
事
を
斎

行
し
ま
し
た
。
五
月
上
旬
は
、
や
や
天
候
も
変

化
し
や
す
か
っ
た
と
覚
え
て
い
ま
す
。
週
間
天

気
予
報
で
は
雨
模
様
の
予
報
が
出
て
い
ま
し
た

が
、
当
日
は
暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
く
穏
や
か

な
天
候
と
な
り
、
無
事
に
神
事
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
関

係
者
が
苗
を
一
つ
一
つ
植
え
て
お
ら
れ
る
様
子

を
見
て
、
立
派
な
稲
穂
が
実
る
よ
う
、
私
も
玉

串
拝
礼
で
祈
り
を
捧
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
奉
耕
者
の
方
は
、
献
穀
の
為
に
精
一
杯
力

を
注
ぎ
、
秋
の
刈
取
り
ま
で
し
っ
か
り
と
頑
張

り
た
い
と
、
力
強
い
ご
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
夏
も
暑
く
、
稲
穂
の
生
育
に
影
響
が

出
る
の
で
は
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
順
調
に

育
ち
、
早
く
刈
り
取
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
の
予
定
は
九
月
中
頃
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
、
生
育
状
況
か
ら
八
月
二
十
八
日
に
抜
穂
式

を
斎
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
献
穀
田
の

稲
穂
は
ま
さ
に
献
上
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思

わ
せ
る
立
派
な
も
の
で
し
た
。
こ
れ
も
関
係
の

皆
様
方
の
努
力
の
た
ま
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

奉
耕
者
の
方
は
安
堵
と
自
信
に
満
ち
た
笑
顔
で

お
ら
れ
た
の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
我
々
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過
疎
地
域
の
神
社
の
護
持
運
営
は
、
年
々
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
私
の
本
務
神
社
も
、
氏

子
世
帯
数
の
減
少
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
今

後
の
神
社
と
地
域
の
存
続
に
も
、
強
い
危
機
感

を
抱
い
て
い
る
。

か
つ
て
温
泉
津
町
西
田
地
区
は
、
石
見
銀
山

の
最
盛
期
で
あ
っ
た
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
か

け
て
、
銀
山
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
大
き
く
発

展
し
て
来
た
。
し
か
し
銀
山
が
衰
退
に
向
か
う

奉
仕
し
た
神
職
も
、
こ
の
日
が
迎
え
ら
れ
た
こ

と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
、
ま
た
安
心
し
ま

し
た
。

刈
り
取
ら
れ
た
稲
穂
は
奉
耕
者
の
方
に
よ
り

手
続
き
が
行
わ
れ
、
新
嘗
祭
へ
献
上
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
安
来
市
宇
賀
荘
の
平
野
で
育

て
ら
れ
た
お
米
が
島
根
県
の
代
表
と
し
て
献
上

さ
れ
る
こ
と
は
、
地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
も
誇

り
高
く
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

先
に
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、
父
で
も
あ
る

先
代
宮
司
と
同
じ
よ
う
に
献
穀
田
に
関
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
県
内
で
も
た
く
さ
ん
の

農
家
さ
ん
が
お
ら
れ
る
中
、
私
の
御
奉
仕
す

る
神
社
の
氏
子
の
方
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
何
か
の

縁
で
あ
る
と
感
じ

ま
す
。
も
し
こ
れ

が
縁
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
い
ず
れ
ま

た
、
私
が
御
奉
仕

に
関
わ
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
時
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
等
の
病
も
治

ま
り
、
伝
統
を
受
け
継
い
だ
御
田
植
式
や
抜
穂

式
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

困
難
な
情
勢
に
お
い
て
、
立
派
な
式
典
が
挙
行

で
き
た
こ
と
、
改
め
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
こ
の
新
嘗
祭
献
穀
田
の
関
係
者

の
方
、
奉
耕
者
の
方
、
ま
た
お
手
伝
い
い
た
だ

い
た
神
職
に
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
乱
筆

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

と
、
多
く
の
商
家
や
地
域
住
民
は
、
新
天
地
を

求
め
て
当
地
域
を
後
に
し
た
。
そ
し
て
時
代
の

移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
そ
の
後
も
過
疎
化
に

歯
止
め
は
か
か
ら
ず
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
こ
の
度
当
地
域
に
お
い
て
、

東
海
地
方
の
鉱
山
会
社
が
、
珪け
い
し
ゃ砂
（
ガ
ラ
ス
の

原
料
と
な
る
砂
）
鉱
山
の
開
発
調
査
に
乗
り
出

し
た
。
こ
の
会
社
は
、
す
で
に
当
町
で
半
世
紀

以
上
に
も
わ
た
り
、
西
日
本
唯
一
の
良
質
な
珪

砂
の
採
掘
に
携
わ
っ
て
来
た
。
新
た
な
珪
砂
鉱

山
の
開
発
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
当
地
域
は
、
過

去
の
銀
山
時
代
の
活
力
を
再
び
取
り
戻
す
、
ま

た
と
な
い
機
会
を
迎
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
鉱

山
事
業
は
、
地
域
の
再
生
や
過
疎
化
対
策
等
に

も
、
非
常
に
良
い
効
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

こ
の
先
、
行
政
や
鉱
山
関
係
の
各
会
社
の
協

力
も
得
て
、
神
社
の
護
持
存
続
を
始
め
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
が
目
指
せ
た
ら
幸
い
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
）


